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　市町村等への技術的支援を的確に実施する森林総合監理士を育成

するため、「技術者育成研修」及び「実践研修」を行うこととして

います。� 【詳細は2頁】

技術者育成研修四国ブロックの参加者【下段中央：浅川局長】



	 グリーン四国	 №1135	 2014（H26）10 月号

― 2 ―

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
二
五
年

度
に
従
来
の
林
業
普
及
指
導
員

の
資
格
試
験
を
見
直
し
、
平
成

二
六
年
度
か
ら
都
道
府
県
職
員

以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
森
林
・

林
業
に
係
る
技
術
支
援
等
が
円

滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
「
森
林
総
合
監
理
士
」
と

し
て
登
録
・
公
開
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
合
せ
て
平
成
二
三
年

度
か
ら
三
年
間
実
施
し
て
き
ま

し
た
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
」

に
代
わ
り
、
平
成
二
六
年
度
よ

り
「
技
術
者
育
成
研
修
（
中
央

研
修
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
）
」

及
び
「
実
践
研
修
」
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
森
林
・
林

業
に
関
す
る
専
門
的

か
つ
高
度
な
知
識
や

技
術
、
現
場
経
験
を

有
し
、
長
期
的
・
広

域
的
な
視
点
か
ら
地

域
の
森
林
づ
く
り
の

全
体
像
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
等

へ
の
技
術
的
支
援
を

的
確
に
実
施
す
る
こ

と
の
で
き
る
森
林
総
合
監
理
士

の
育
成
を
目
的
に
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
森

林
・
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
を
研

修
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
管

内
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

用
し
、
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か

け
て
「
技
術
者
育
成
研
修
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
」
及
び
「
実
践
研
修

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
者
育
成
研
修
は
、
森
づ

く
り
の
理
念
や
循
環
的
な
木
材

生
産
の
基
礎
的
な
知
識
・
考
え

方
に
つ
い
て
の
講
義
を
中
心
に

し
た
東
京
都
内
で
の
中
央
研
修

と
、
構
想
力
を
身
に
付
け
る
た

め
の
実
習
・
演
習
を
中
心
と
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
実
践
研
修
で
は
、
森

づ
く
り
や
木
材
生
産
の
コ
ス

ト
低
減
に
向
け
た
先
進
的
な
取

組
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
現
地

検
討
及
び
討
議
を
通
じ
、
実
践

的
な
知
識
・
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
の
講
師
に

は
、
林
野
庁
及
び
四
国
森
林
管

理
局
の
担
当
者
を
は
じ
め
、
研

究
者
や
団
体
職
員
等
の
外
部
講

師
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
九
日
～
一
〇
月
二
日

ま
で
の
間
に
実
施
し
た
「
技
術

者
育
成
研
修
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」

は
、
中
央
研
修
を
終
え
た
研
修

受
講
生
一
九
名
（
県
職
員
一
四

名
、
国
有
林
職
員
五
名
）
を
対

象
に
、
高
知
市
内
の
ホ
テ
ル
に

開
講
式
挨
拶

井
上
業
務
管
理
官
（
次
長
）

森づくり構想実習

 

平
成
二
六
年
度
森
林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
事
業

    

「
技
術
者
育
成
研
修
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
始
ま
る

〈
技
術
普
及
課
・
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
開
講
式
で
は
、
井
上

業
務
管
理
官
か
ら
激
励
の
挨
拶

が
あ
り
、
早
速
、
酒
井
外
部
講

師
に
よ
る
「
森
づ
く
り
の
構
想

（
目
標
林
型
と
施
業
方
法
の
選

択
）
」
の
講
義
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
高
知
県
中
土
佐

町
内
に
あ
る
喜
代
須
山
国
有
林

で
「
森
づ
く
り
構
想
実
習
」
と

し
て
、
目
測
に
よ
る
森
林
現
況

を
数
値
で
算
出
し
目
標
林
型
等

の
検
討
や
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

三
日
目
は
、
同
じ
く
中
土
佐

町
内
に
あ
る
新
道
山
国
有
林

外
で
、
午
前
中
は
一
，
〇
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
に
お
け
る

一
〇
年
間
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
現
地
を
確

認
し
検
討
を
行

う
「
資
源
循
環

利
用
構
想
演
習
」

を
行
い
、
午
後

か
ら
は
高
知
市

の
研
修
会
場
へ

戻
り
、
「
一
〇
年

間
の
森
林
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
」
と
翌
日
の

発
表
資
料
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
。

　

四
日
目
と
な
る
研
修
最
終
日

は
、
班
毎
に
首
長
に
対
す
る
プ

レ
ゼ
ン
を
想
定
し
た
発
表
を
行

い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
浅
川
局
長
か

ら
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る

森づくり構想実習：班別発表

エ
ー
ル
の
挨
拶
を
頂

き
、
最
後
に
集
合
写

真
を
撮
影
し
無
事
に

研
修
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

四
日
間
の
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
実

習
・
演
習
の
時
間
に

限
り
が
あ
っ
た
も
の

の
、
受
講
生
は
各
課

題
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
森
林
総
合
監
理

士
の
役
割
と
重
要
性
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
森
林
総
合
監
理

士
と
し
て
の
や
り
が
い
や
困
難

さ
を
あ
わ
せ
て
認
識
し
た
よ
う

で
し
た
。

　

な
お
、
一
〇
月
二
七
日
～

二
八
日
に
は
「
新
た
な
架
線
系

作
業
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
と
最

新
の
木
材
利
用
・
流
通
」
を
テ
ー

資
源
循
環
利
用
構
想
実
習

10
年
間
の
森
林
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
（
発
表
）

マ
と
し
た
実
践
研
修
を
行
い
ま

す
。

　

実
践
研
修
で
は
、
実
際
の
事

業
現
場
に
お
い
て
、
事
業
を
展

開
し
て
い
る
外
部
講
師
か
ら
の

講
義
を
予
定
し
て
お
り
、
受
講

生
の
レ
べ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
よ
う
、
関
係
者
一
同
取
り
組

む
考
え
で
す
。
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一
〇
月
一
一
日
に
、
恒
例
と

な
り
ま
し
た
「
秋
期
緑
の
街
頭

募
金
」
が
、「
緑
の
募
金
で
ふ
せ

ご
う
地
球
温
暖
化
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
公
益
社
団
法
人

高
知
県
森
と
緑
の
会
主
催
に
よ

り
、
高
知
市
中
央
公
園
及
び
帯

屋
町
筋
で
行
わ
れ
、
浅
川
局
長

を
初
め
多
く
の
街
頭
募
金
協
力

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
子
ど
も
会
連

合
会
か
ら
、
例
年
以
上
に
多
く

の
小
学
生
が
参
加
し
、
大
き
な

声
で
募
金
を
呼
び
掛
け
、
森
林

の
大
切
さ
や
、
こ
の
募
金
が
森

林
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
型
台
風
が
接
近
中

で
し
た
が
、
雨
の
心
配
は
な
く
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
人
通
り
は
普
段

と
変
わ
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら
年

配
の
方
ま
で
、
多
く
の
方
々
か

ら
募
金
へ
の
呼
び
掛
け
に
応
え

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、「
緑
の
募
金
」
は

一
〇
月
三
一
日
ま
で
行
わ
れ
て

お
り
、
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

水
源
の
森
づ
く
り
や
緑
の
少
年

団
の
育
成
、
国
際
緑
化
事
業
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

出
発
式
で
の
挨
拶
【
浅
川
局
長
】

街
頭
募
金
の
様
子

街頭募金参加者

 

『
秋
期
緑
の
街
頭
募
金
』
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉
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真
を
見
せ
な
が
ら
、

そ
の
後
自
然
再
生

の
た
め
に
、
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
の
移
植
や
周

囲
へ
の
シ
カ
被
害

防
止
ネ
ッ
ト
設
置

を
行
っ
た
結
果
、
ミ

ヤ
コ
ザ
サ
等
の
植

生
が
回
復
し
た
こ

と
を
説
明
し
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
を

見
な
が
ら
話
を
聞

い
た
児
童
達
は
、
非

常
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
山
で
、
森
林
等
の

自
然
の
良
さ
や
大
切
さ
、
ま
た
、

人
の
手
を
加
え
る
こ
と
で
自
然

は
回
復
す
る
こ
と
等
を
学
ん
で

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
三
〇
日
、
愛
媛
県
松
野

町
立
松
野
東
小
学
校
全
校
児
童

三
五
名
が
滑
床
山
（
三
本
杭
）

に
登
山
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員

会
の
「
森
は
と
も
だ
ち
推
進
事

業
」
の
指
定
校
と
し
て
、
平
成

二
三
か
ら
二
四
年
度
の
二
年
間

に
、
森
林
環
境
学
習
に
力
を
注

い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

引
き
続
き
い
て
森
林
環
境
学

習
を
行
い
た
い
要
望
が
あ
り
、

昨
年
度
は
滑
床
渓
谷
へ
の
登
山

を
実
施
し
、
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
全
校
児
童
で
三
本
杭
へ
登

山
を
行
い
た
い
と
の
依
頼
が

あ
り
、
今
回
の
森
林
教
室
と
な

り
ま
し
た
。

　

児
童
は
登
山
道
沿
い
の
樹
木

の
名
前
や
特
徴
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

（
以
下
シ
カ
）
の
被
害
防
止
用

の
ネ
ッ
ト
設
置
の
状
況
な
ど
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
約
二
時
間

か
け
て
三
本
杭
の
頂
上
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

途
中
の
八

面
山
で
休
憩

し
、
こ
の
山

頂
が
愛
媛
県

と
高
知
県
の

県
境
で
あ
る

こ
と
を
説
明

す
る
と
、
驚

い
て
い
ま
し

た
。

　

三
本
杭
の

山
頂
に
は
、

高
学
年
の
児

八面山で記念撮影

三
本
杭
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
等
の
説
明

童
が
早
く
到
着
し
ま
し
た
が
、

低
学
年
の
児
童
が
到
着
す
る
の

待
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
三
本
杭
の
名
前

の
由
来
や
、
シ
カ
の
食
害
に

よ
っ
て
裸
山
に
な
っ
て
い
た
平

成
一
八
年
頃
の
山
頂
周
辺
の
写

全
校
児
童
が

三
本
杭
へ
登
山

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉
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二
〇
日
の
森
林
教
室
で
す
で
に

学
習
済
み
で
す
。
）

　

そ
の
後
、
「
森
林
の
あ
る
山
」

と
「
森
林
の
な
い
山
」
を
再

現
し
た
治
山
模
型
を
使
っ
て
、

ジ
ョ
ウ
ロ
で
雨
を
降
ら
せ
て
、

森
林
の
働
き
を
実
証
し
ま
し

た
。
樹
木
や
枯
葉
を
通
し
て
出

て
く
る
水
は
、
透
明
に
な
っ
て

ビ
ー
カ
ー
に
溜
ま
っ
て
い
く
の

に
対
し
、
木
も
枯
葉
も
な
い
土

が
む
き
出
し
の
模
型
か
ら
は
、

い
つ
ま
で
も
濁
っ
た
水
が
溢
れ

る
よ
う
に
流
れ
る
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
「
す
ご
い
！
」
と
目
を
丸

く
し
て
、
二
つ
の
ビ
ー
カ
ー
を

見
比
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
の
あ
る
山
は
、

木
や
落
ち
葉
が
雨
で
直
接
地
面

が
た
た
か
れ
る
の
を
防
い
だ

り
、
土
壌
が
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う

に
雨
を
吸
い
込
み
、
地
表
を
流

れ
な
い
の
で
崩
れ
に
く
い
の
に

対
し
、
森
林
の
な
い
山
は
、
雨

が
土
を
打
ち
、
地
表
を
流
れ
る

た
め
土
壌
が
流
出
し
、
さ
ら
に

斜
面
や
山
裾
に
置
か
れ
た
家
の

模
型
が
倒
れ
て
い
く
実
験
を
見

た
児
童
か
ら
は
、
「
木
の
な
い

山
に
は
、
家
は
建
て
ら
れ
ん
」

等
の
感
想
も
聞
か
れ
、
森
林
の

持
つ
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
働

き
を
十
分
理
解
し
た
よ
う
で
し

た
。

　

九
月
二
六
日
に
愛
媛
県
松
野

町
立
松
野
西
小
学
校
で
四
年
生

二
一
名
を
対
象
に
、
ま
た
一
〇

月
一
〇
日
に
は
、
高
知
県
宿
毛

市
立
小
筑
紫
小
学
校
で
五
年
生

二
〇
名
を
対
象
に
、
両
校
共
に

本
年
度
三
回
目
の
森
林
教
室

「
水
の
土
壌
浸
透
実
験
」
を
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

松
野
西
小
学
校
は
、
ま
ず
最

初
に
、
森
林
の
大
切
な
働
き

で
あ
る
、
水
を
蓄
え
る
働
き
や

山
崩
れ
を
防
ぐ
働
き
等
に
つ
い

て
、
学
習
し
ま
し
た
。
（
小
筑

紫
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
六
月

二
校
で
水
の

土
壌
浸
透
実
験

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

松野西小学校

「水の土壌浸透実験」

小筑紫小学校

森林の土壌はすごい
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九
月
二
三
日
、
徳
島
市
の
「
と

く
し
ま
植
物
園
」
に
お
い
て
徳

島
市
立
沖
洲
児
童
館
児
童
九
名

を
対
象
に
森
林
教
室
（
森
林
散

策
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
後
か
ら
の
開
催

で
天
気
も
良
く
、
絶
好
の
野
外

活
動
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
開

催
場
所
で
あ
る
「
と
く
し
ま
植

物
園
」
は
、
徳
島
市
が
運
営
し

て
い
る
施
設
で
、
整
備
が
行
き

届
い
た
庭
園
等
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

観
察
小
道
へ
入
る
と
、
た
く

さ
ん
の
樹
木
や
草
花
等
が
観
察

森
林
教
室

「
徳
島
の
森
を
知
ろ
う
」

を
実
施〈

徳
島
森
林
管
理
署
〉

で
き
て
、
野
外
活
動
に
は
う
っ

て
つ
け
の
場
所
で
す
。

　

最
初
に
樹
木
の
名
前
当
て
ク

イ
ズ
を
行
い
、
徳
島
県
の
県
木

で
あ
る
ヤ
マ
モ
モ
や
、
名
前
の

由
来
が
お
も
し
ろ
い
サ
ル
ス
ベ

リ
、
縁
起
が
良
い
木
と
さ
れ
る

ユ
ズ
リ
ハ
な
ど
、
親
し
み
や
す

い
樹
木
を
中
心
に
児
童
達
に
答

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
難
し
い

と
感
じ
る
児
童
も
い
た
よ
う
で

す
が
、
み
ん
な
熱
心
に
考
え
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

あ
ら
か
じ
め
隠
し
て
お
い
た
人

工
物
を
探
す
、
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
と
い
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
を
行
い
な
が
ら
休
憩
所
を
目

指
し
ま
し
た
。
集
中
力
を
高
め

て
静
か
に
な
っ
た
児
童
達
は
、

真
剣
に
正
解
を
導
い
て
い
ま
し

た
。

　

お
や
つ
休
憩
を

挟
み
、
元
気
が
増

し
た
児
童
達
と
、

今
度
は
芝
生
の
広

場
で
動
物
や
植
物

の
生
態
を
学
ん
で

も
ら
う
た
め
、
「
コ

ウ
モ
リ
と
ガ
」
と

「
種
子
模
型
作
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

「
コ
ウ
モ
リ
と
ガ
」
と
い
う

ゲ
ー
ム
で
は
、
な
ぜ
目
が
見
え

な
い
コ
ウ
モ
リ
が
暗
闇
で
ガ
な

ど
の
昆
虫
を
捕
ら
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
、
「
種
子
模
型
作

り
」
で
は
、
植
物
が
遠
く
ま
で

種
子
を
運
び
、
子
孫
を
残
す
よ

う
進
化
を
し
て
い
っ
た
こ
と
等

を
、
体
を
使
っ
て
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
か

ら
は
「
と
な
り
に

あ
る
動
物
園
に
来

た
時
よ
り
も
楽
し

い
」
や
「
観
察
小

道
は
坂
が
し
ん
ど

か
っ
た
け
ど
ま
た

来
た
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

樹木の名前当てクイズ

コウモリとガ（ネイチャーゲーム）

　

児
童
達
に
は
自
然
に
触
れ
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
住
ん
で
い

る
身
近
な
地
域
に
も
た
く
さ
ん

の
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。
地
域
や
学
校
等
の
要
望
に

応
え
つ
つ
、
今
後
と
も
森
林
環

境
教
育
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
、

白
髪
山
（
標
高
一
，
七
七
〇
ｍ
）

西
側
稜
線
部
に
設
置
し
た
シ
カ

捕
獲
補
助
柵
に
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

後
の
シ
カ
捕
獲
を
よ
り
一
層
効

率
よ
く
実
施
す
る
た
め
に
、
シ

カ
捕
獲
補
助
柵
（
ネ
ッ
ト
）
を

設
置
す
る
と
と
も
に
既
設
防
護

柵
の
補
修
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
高
知
県
、
香
美
市
・

南
国
市
の
職
員
、
Ｊ
Ａ
土
佐
香

美
職
員
、
大
学
生
、
高
校
生
等

幅
広
い
分
野
の
一
般
参
加
者
に

加
え
、
局
署
か
ら
一
一
名
の
職

員
の
参
加
を
得
る
な
ど
、
総
勢

七
五
名
（
五
班
編
成
）
の
方
々

に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
台
風
一
七
号
の
影

響
を
受
け
て
、
濃
霧
や
風
が
強

く
な
り
、
時
折
し
ぐ
れ
る
な
ど
、

肌
寒
い
厳
し
い
気
象
条
件
で
の

作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
森
林

技
術
指
導
官
の
適
切
な
指
導

と
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
段
取
り
よ
く
作

業
を
行
い
、
予
定
ど
お
り
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
お
い
て
は
、
白
髪
避
難
小
屋

周
辺
の
サ
サ
が
香

美
市
及
び
猟
友
会

に
よ
る
捕
獲
の
効

果
に
よ
り
回
復
し

つ
つ
あ
る
こ
と

を
、
参
加
者
全
員

が
確
認
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
お
い
て

も
、
「
三
嶺
の
森

　

一
〇
月
四
日
、
徳
島
県
と
高

知
県
の
境
、
白
髪
分
岐
の
南
東

に
位
置
す
る
別
府
山
五
五
林
班

イ
小
班
内
に
お
い
て
、
「
三
嶺

の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」

の
協
力
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
シ
カ
被
害
防
止
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
（
奥
物
部
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）
で
は
田
村
署
長
か

ら
、
平
成
一
九
年
度
以
降
、
本

年
ま
で
に
二
〇
回
の
活
動
に
協

力
い
た
だ
い
た
、
「
三
嶺
の
森

を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
、
総
勢
約

二
八
〇
〇
名
の
方
々
に
対
し
て

お
礼
と
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
三
嶺
周
辺
に
お
け
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
以
下
シ
カ
）
食
害
が

年
々
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状

と
、
今
後
の
食
害
防
止
対
策
に

対
す
る
協
力
要
請
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
二
五
年
度
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

シ
カ
被
害
防
止
対
策
を

実
施〈

高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」
と
緊

密
に
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
、
多
く
の
人
に
三

嶺
周
辺
に
お
け
る
シ
カ
食
害
の

現
状
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
各
関
係
機
関
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
三
嶺
周
辺

の
シ
カ
に
よ
る
被
害
防
止
と
植

生
回
復
等
自
然
環
境
の
維
持
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

開
会
式
で
の
田
村
署
長
の
挨
拶

シカ防護柵の補修


